
　

江
戸
時
代
、
電
気
の
こ
と
を

エ
レ
キ
テ
ル
と
い
い
、
日
本
で

最
初
に
エ
レ
キ
テ
ル
を
紹
介
し

た
の
は
発
明
家
・
平
賀
源
内
（
現

在
の
香
川
県
出
身
）
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
平
賀
源
内
は
、
オ

ラ
ン
ダ
か
ら
輸
入
さ
れ
た
静
電

気
装
置
を
修
復
し
、
見
世
物
と

し
て
世
間
の
人
々
を
驚
か
せ
た

だ
け
で
、
電
気
の
原
理
な
ど
は

理
解
し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

日
本
の
電
気
学
の
開
祖
は
蘭

学
者
・
橋
本
宗
吉
と
い
う
人
物

で
し
た
。

　

橋
本
宗
吉
は
１
７
６
３
年（
宝

暦
13
年
）
阿
波
の
国
、
荒
田
野

村
（
現
在
の
阿
南
市
新
野
町
）

に
生
ま
れ
ま
し
た
。
新
野
の
ど

こ
か
、
ま
た
家
庭
環
境
は
ど
う

だ
っ
た
か
、
詳
し
く
は
分
か
っ

て
い
ま
せ
ん
が
、
祖
父
・
橋
本

丹
治
兵
衛
は
荒
田
野
の
郷
士
で

あ
り
、
こ
の
地
で
生
を
受
け
た

宗
吉
は
、
幼
少
の
頃
、
父
・
伊

平
と
と
も
に
浪
花
（
現
在
の
大

阪
）
に
渡
り
ま
し
た
。

　

若
く
し
て
そ
の
才
能
を
見
込

ま
れ
、
26
歳
の
と
き
浪
花
の
文

化
人
や
町
医
者
か
ら
の
援
助
を

受
け
て
江
戸
へ
留
学
し
た
宗
吉

は
、
大お

お

槻つ
き

玄げ
ん

沢た
く

や
杉す

ぎ

田た

玄げ
ん

白ぱ
く

の

薫
陶
を
得
、
わ
ず
か
２
カ
月
で

４
万
語
の
オ
ラ
ン
ダ
語
を
マ
ス

タ
ー
（
現
在
、
高
校
卒
業
ま
で

に
習
う
英
単
語
数
は
３
千
語
）

し
た
と
い
い
ま
す
。
４
カ
月
の

留
学
を
終
え
帰
阪
し
た
宗
吉
は
、

医
学
書
や
天
文
学
の
専
門
書
を

翻
訳
し
な
が
ら
修
養
を
積
み
、

34
歳
で
浪
花
初
の
蘭
学
塾
「
絲し

漢か
ん

堂ど
う

」
を
開
塾
。
翌
年
に
は
総

勢
80
人
の
門
人
が
集
ま
る
な
ど
、

宗
吉
の
名
は
全
国
に
知
れ
渡
り
、

大
坂
蘭
学
の
祖
と
ま
で
い
わ
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ち
な

み
に
、
絲
漢
堂
の
門
弟
に
中な

か

天て
ん

遊ゆ
う

が
お
り
、
中
天
遊
に
師
事
し

た
緒お

方が
た

洪こ
う

庵あ
ん

の
高
弟
が
福ふ

く

沢ざ
わ

諭ゆ

吉き
ち

と
繋
が
り
、
宗
吉
が
興
し
た

大
坂
蘭
学
は
、
後
の
日
本
社
会

の
近
代
化
に
大
き
な
影
響
を
及

ぼ
し
た
と
い
っ
て
も
過
言
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
当
時
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
と

な
っ
た
『
オ
ラ
ン
ダ
新
訳
地
球

全
図
』、
薬
品
製
造
を
最
も
早
く

記
述
し
た
『
蘭
科
内
外
三
法
方

典
』
な
ど
、
天
文
学
、
医
学
の

先
駆
的
専
門
書
を
世
に
送
り
出

し
た
宗
吉
は
、
数
々
の
実
験
を

試
み
な
が
ら
エ
レ
キ
テ
ル
の
研

究
に
没
頭
し
、
１
８
１
１
年
、

宗
吉
が
48
歳
の
と
き
、
我
が
国

初
め
て
と
な
る
学
術
的
な
電
気

の
研
究
書
『
阿お

蘭ら
ん

陀だ

始
制
エ
レ

キ
テ
ル
究
理
原
』
上
下
二
巻
を

完
成
、
大
き
く
評
価
さ
れ
、
日

本
電
気
学
の
創
始
者
と
呼
ば
れ

た
の
で
す
。

　

つ
ま
り
、日
本
の
電
気
学
は
、

荒
田
野
（
新
野
町
）
が
ル
ー
ツ

と
な
り
ま
す
。

　

そ
れ
か
ら
２
０
０
年
後
、
現

在
、光
の
主
流
は
Ｌ
Ｅ
Ｄ
で
す
。

Ｌ
Ｅ
Ｄ
世
界
一
の
日
亜
化
学
も

新
野
町
か
ら
生
ま
れ
た
企
業
で

す
。
阿
南
市
民
と
し
て
誇
り
が

も
て
る
話
だ
と
思
い
ま
す
。

　
お
く
り
も
の

阿
南
市
へ

●
会
議
用
長
机
22
台

新
野
町
　
新
野
軍
恩
会
会
長

白
　
シ
ズ
エ
様
か
ら
新
野
公

民
館
施
設
充
実
品
と
し
て

●
シ
ュ
ー
ズ
そ
の
ま
ま
ス

リ
ッ
パ
12
足

阿
南
市
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

協
会
様
か
ら
ス
ポ
ー
ツ
総
合

セ
ン
タ
ー
お
よ
び
那
賀
川
ス

ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
施
設
充
実

品
と
し
て

　
以
上
、
ご
寄
贈
い
た
だ
き

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証

８
月
１
日
に
更
新

　
現
在
お
持
ち
の
「
後
期
高
齢
者

医
療
被
保
険
者
証
」
の
有
効
期
限

は
７
月
31
日
㈫
で
す
。
８
月
１
日

㈬
以
降
は
、
７
月
中
に
送
付
す
る

新
し
い
被
保
険
者
証
（
オ
レ
ン
ジ

色
）
を
お
使
い
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、「
後
期
高
齢
者
医
療
限

度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認

定
証
」
の
有
効
期
限
も
７
月
31
日

㈫
で
す
。
平
成
23
年
度
の
認
定
証

を
お
持
ち
の
方
で
、
平
成
24
年
度

も
住
民
税
非
課
税
世
帯
と
確
認
で

き
た
方
に
は
７
月
中
に
新
し
い
認

定
証
を
送
付
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は
　
な
が
い
き
課

（
☎
22
‐
８
０
６
４
）
へ

国
民
健
康
保
険
加
入
者
の
皆
様
へ

限
度
額
認
定
証
の
更
新
時
期
で
す

　
現
在
お
持
ち
の
認
定
証
の
有
効

期
限
は
７
月
31
日
㈫
で
す
。
８
月

以
降
も
認
定
証
が
必
要
な
方
は
、

交
付
申
請
手
続
を
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
自
己
負
担
限
度
額
等
の
支
払
い

　
70
歳
未
満
の
方
は
、
医
療
機
関

の
窓
口
で
「
限
度
額
認
定
証
」
を

提
示
す
る
こ
と
に
よ
り
、
医
療
費

（
１
カ
月
ご
と
）
の
支
払
金
額
が
、

自
己
負
担
限
度
額
ま
で
で
済
み
ま

す
。
ま
た
、
住
民
税
が
非
課
税
世

帯
の
場
合
は
、
入
院
時
の
食
事
代

も
合
わ
せ
て
減
額
さ
れ
ま
す
。
70

歳
以
上
の
国
保
加
入
者
の
方
で
住

民
税
非
課
税
世
帯
の
場
合
は
、「
限

度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認

定
証
」
を
提
示
す
る
こ
と
で
、
自

己
負
担
限
度
額
や
入
院
時
の
食
事

代
が
減
額
さ
れ
ま
す
。

受
付
開
始
日
　
７
月
２
日
㈪
か
ら

申
請
に
必
要
な
も
の
　
被
保
険
者

証
、
印
鑑
、
住
民
税
非
課
税
世
帯

の
方
は
、
入
院
時
の
領
収
書
ま
た

は
証
明
書
が
必
要
な
場
合
が
あ
り

ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は
　
保
険
年
金
課

（
☎
22
‐
１
１
１
８
）
へ

　
日
本
の
電
気
学
の
祖
・
橋
本
宗
吉
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